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バガスを活用した環境問題の解決

株式会社折兼

８、11、12、14、15、16、17

・バガス堆肥を用いて野菜栽培をしてくださる農家様

・バガス堆肥化にご協力いただけるリサイクラー、回収業者様

・イベントでのバガス容器の活用を検討していただける企業・団体様

・バガス容器を活用した新たな課外授業プログラムを一緒に考えてくださる学校・企業・団体様

・本来捨てられる使用済みバガス容器を再資源化（堆肥化・炭化）し、再利用されたい企業・団体様

折兼が現在力を入れて開発・展開を進めているバガスシリーズを用いた取組みに挑戦したいと考えています。

①バガス素材の特性を活かした新商品開発
化粧品のパッケージや梱包用の緩衝材の開発

②バガス堆肥を用いた野菜栽培
使用済みバガス容器の堆肥化による野菜の栽培

③バガス容器を活用したイベントの実施
SDGsをテーマとしたイベント等でのバガス容器の活用

④バガス容器を活用した課外授業の実施
植木鉢として使用し、芽が出たら土に埋め、分解の経過確認をしながら植物を育てる課外授業の実施

⑤バガス容器を活用した再資源化の取組
産業廃棄物として廃棄されるバガス容器を堆肥や炭にするなど再資源化の取組

【現在の取組（参考）】
バガスシリーズの生分解性を活かした、海で分解する釣りエサ容器の開発や、使用済みバガス容器を堆肥化して農作物を育てるバガス
フードサイクリングの取組み、子どもたちと使用済み容器の分解過程を観察実験するイベントの実施など

バガス素材の生分解性を活かした新商品の開発や、バガス容器の農業、教育分野での活用など、幅広い分野
での取組を進めていきたいと考えています。
【バガス:さとうきびの搾りかす、生分解性:物質が微生物によって分解される性質】

・バガス容器

・炭化装置

折兼バガスチャレンジ!の様子

バガス入堆肥で栽培されたじゃがいも


